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シコで空手を学び始めた十代の頃である。この経験が禅宗、そして十分に理解 きなかったものの、何冊かの本へと私を導いた。数年後、私は独力で日本語の勉強を試みたが、結果はとても不満足なも だった。ついに六年前、日本人の先生から日本語の授業を受けられるようになった。実際にはこれが最初の日本文化と 接触だった。こ経験により、頭でだけ知っ いたすべてのことの人間的な側面を教えられた。
　しばらくして私は日本へ行ってみたく












もある。子供の自殺は の最た ものだ。もう一つは過労死だ。超過労働の不払いも嫌いだ。若い女性の、内側に曲がった膝を見ると悲しくなる。中でも最悪な は毎年子供が少なくなることだ。もしこの傾向が続けばこの国の未来は暗い。この事 は愛情が低下しつつあることをも意味す だろうか。どんなに物質生活が発展し洗練されていても人は愛なしには生きられないのだが。
（海外客員研究員／訳＝星野妙子）
